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を使った染め付けが主体であり,大胆な抽象模

様のものから精細な山水画を描いたものまで多

種多様である.

6.おわりに

日本の磁器の中で有田とも九谷とも違う独特の

味わいを持った砥部焼とその原料である砥部陶石

の概要について紹介した.

愛媛県窯業試験場の佐川浩之元場長,管雅彦

氏には,現地での見学を案内していただくととも

に,陶石の産状や性質などについてお教えいただ

いた.

伊予陶磁器協同組合の関係者各位,(株)伊予鉱

業所,宇都宮陶石鉱山,梅山窯には,鉱石の産

状･精製過程や砥部焼きの生産過程を見せていた

だいた.ここに記して謝意を表します.
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/■下)絵付けソと仁王兼会付けソ

砥部焼きでは一般に下絵付､けが行われるが,

これに対して上絵付けという方法もある.

下絵付けというのは,磁器の表面を保護する

粕薬が溶けて形成されるガラス層の下側,つま

り磁器とガラス層の間に絵付けがされていること

から,下絵付けあるいは染め絵付けと呼ばれる.

これに対して紬薬をかけて本焼きをした後で,

ガラス層の上に絵付けをしたのち,90ポC以下

の低温で再度焼いて,絵を固定させる手法を上

絵付けという.

下絵付けの長所は,絵がガラス層に保護され

るので,絵が安定し,強度･耐久性に優れた物

ができることである.しかし絵の具は高温での本

焼きの影響を受けて鮮やかさを失ってしまうこと

もある.

逆に上絵付けの長所は,耐久性には乏しいも

のの,高温での本焼きの影響を受けなくてすむ

ためにいろいろな絵の具を使って鮮やかな色を

出せることである.

古伊万里の呉須による青色の染め付けは一般

に下絵付けであるし,鮮やかな色鍋島などは下

絵付けした後,さらに上絵付けをする手法が用い

られている.

上絵付けの場合,絵の具や張り付けたシｰル

の輪郭が盛り上って見える場合が多い.こんな

観点で,あなたの持っているその茶碗を見直して

みるのも一興ではないだろうか.
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